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2009年メキシコ中間選挙総括

I
C

はじめに

メキシコでは６年に１度大統領選挙と同時に連

邦上下院議員選挙が実施されるが，任期が大統領

と同様６年の連邦上院議会とは異なり，連邦下院

議会は任期が半分の３年である。そのため，３年

ごとに連邦下院議員選挙のみを行う中間選挙が実

施される。一般的に，大統領選挙と同時に実施さ

れる議会選挙では，大統領候補の人気やキャラク

ターが結果に影響を与えるとされるが，中間選挙

ではそれぞれの党の「顔」が見えにくいため，各

党の政策が重要視される。中間選挙は各大統領の

政権後半の議会運営の鍵を握る。その上，中間選

挙での得票率が次回大統領選挙と連邦両議会議員

選挙の際に各党の選挙活動資金，スポットCMの

配分を決める点で，重要な選挙であるといえる。

2009年７月５日の第61期連邦下院議員選挙で

は，経済を最優先課題とした制度的革命党（Partido

Revolucionario Institucional: PRI）が1280万票（全投票

中36.94％）と圧勝し，治安を最優先課題とした国

民行動党（Partido Acción Nacional: PAN）が971万票

（28.01％），経済および社会政策を中心とした公約

を掲げた民主革命党（Partido de la Revolución

Democrática: PRD）が422万票（12.19％）をそれぞれ

獲得する結果となった。全国投票数（votación

nacional emitida）（１）で見れば，PRIは39.55％，
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PANは29.99％，PRDは13.06％であった（２）。最

終的に，小選挙区と比例区を合わせた議席配分は，

PRIが237議席（全議席の47％），PANが143議席

（29％），PRDが71議席（14％，１議席は凍結中），

緑の党が21議席（４％），労働党が13議席（３％），

新同盟党が９議席（２％），そして結集党が６議席

（１％）となった。

2006年の大統領選挙と同時に実施された連邦下

院議員選挙では，PRIはそれまでの第１党から第3

党に転落したが，2009年は再び第１党に返り咲い

た。他方，PANは2006年選挙時の議席数から63
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議席を減らす結果で第２党となった。党内の深刻

な対立を抱えるPRDは，予想以下の議席数で第２

党から第３党に転落した（図１）。カルデロン政権

発足後，PRIは地方選挙で確実に勝利してきてい

る。今回の選挙結果は，2007年からPRIが確実に

積み重ねてきた勝利の延長上にあるものなのであ

ろうか。それとも，与党PANの政策方針の誤りが

もたらした敗北による相対的勝利なのだろうか。

本論文では，2009年連邦中間選挙が映し出す社

会的・政治的背景について明らかにするとともに，

2012年の大統領選挙および連邦上下院議員選挙に

向けた課題について考察する。

PRIは2007年および2008年の地方選挙で，いず

れも順調に勝利しており，PRIが勝利する基礎は

整っていた。しかし，ここまでの大勝利は誰も予

想し得なかった。

選挙前過去１年の主要世論調査会社「コンスル

タ・ミトフスキー」社の結果を見ると，支持率の

平均はPRIが 44.8％，PANが 34.0％，PRDが

16.4％となっている。期間別に見ると，2008年８

～12月，2009年１～３月と４月以降で傾向が異な

る（図２）。この動きの背景には，次のような社会

的要因がある。

2008年６月に誘拐されて以来行方不明であった

大手スポーツチェーン店社長の息子が８月に遺体

で発見され，国内で一気に誘拐を中心とする治安

悪化に対して行動を起こすべきであるとの気運が

高まった。その結果，カルデロン大統領，治安関

係省庁を中心とする閣僚，全国州知事，メキシコ

市長，連邦議会議員および市民団体メンバーが治

安改善のための合意に署名した。しかし９月以降

は，同合意に基づく治安対策の進展よりも治安の

世論調査に見る有権者の投票動向の
変化
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図１　政党別議席数の推移

（出所）連邦下院ホームページ（http://www.cddhcu.gob.
mx/ 2009年 9月アクセス）。

（注）各数値は議会設置時のもの。
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図２　ミトフスキー社世論調査結果グラフ

（出所）コンスルタ・ミトフスキー社ホームページ（http://
72.52.156.225/ 2009年 9月アクセス）。

（注）数字は有効回答における各政党の支持の割合。
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悪化の方が目立った。さらに，10月には米国に端

を発する経済危機がメキシコを襲い，為替レート

はわずか１カ月半ほどで約30％下落した。経済危

機の影響が為替相場や株式市場という数字上だけ

でなく，操業停止，失業という実体経済にまで及

んだことで，与党に対する不満や不信感が増大し，

PANへの支持率に影響を及ぼしたと考えられる。

このような状況を変えたのが，連邦下院議員の

党内予備選挙活動期間の2009年２月下旬にPAN

が党のホームページ上で流し始めた一連のスポッ

トCMであった。PRIが政権を握っていた時代に麻

薬および組織犯罪対策に失敗し，この代償をPAN

政権が払っているとする内容であった。PANにと

っては，2008年３月の党首選挙で内部分裂が表面

化したPRDは選挙の敵ではなく，政権から離れて

党内の勢力争いによる対立がなく，層の厚さを持

つPRIこそが選挙の敵だと意識していた。PRI体

制を経験した30代以上は，このスポットで過去の

記憶がよみがえり，PAN体制しか経験していない

若者には投票先を決める上での情報としてインプ

ットされた。その結果，2009年３月中に実施され

た世論調査では多くの調査会社が，PANが盛り返

したと発表した。しかし，PANはこれをきっかけ

にしてPRIへの執拗な誹謗中傷（ネガティブ・キャ

ンペーン）を展開し，最初は納得していた有権者も

次第にうんざりしていった。他方PRDでも，党首

選挙後の党内分裂により，元来PRDが固定票とし

て有している16～17％の票の一部が労働党や新同

盟党などの左派小政党，あるいはPANより思想的

に近いPRIに流れる結果となった。

また，2009年４月に大発生した新型インフルエ

ンザの際には，連邦政府は学校閉鎖，経済活動の

一時停止など徹底的な措置をとり，その感染拡大

を防止した。さらに観光業，貿易・流通への影響

を抑えるよう努めたが，この疫病の流行でますま

す悪化した経済状態を前に，連邦政府の対応は得

票率を伸ばす要素とはならなかった。

過去の選挙傾向を見ると，経済状況の悪化時に

与党は支持を落としており，この傾向を鑑みれば

PANが得票率を下げることは十分に予想された。

それよりもPANの問題点は，政策の内容が明確性

に欠けているという点であり，PANが政権に就い

てから９年経過した今，国民が具体性のない政策

に疲れていると言われる。カルデロン大統領は政

策ビジョンは持っているが，彼の中長期ビジョン

は，目先の現実に注目しやすいメキシコの有権者

にとっては受け入れ難いようである。また，他政

党との関係から，与党として政策を推進するには，

野心的な政策ではなく，妥協的なものを推進せざ

るを得ない。今回の選挙では，PANはカルデロン

大統領と足並みを揃え，課題を治安に絞っていた。

大統領は，治安の先にある経済成長，競争力の強

化，雇用創出を目指すために，あくまで治安を中

心に据えたのであろう。しかし，経済問題が深刻

化する中，治安の改善が見られず，また他の政策

も治安の陰に隠れてしまい，十分な票を集めるこ

とができなかった。その上，PRIが国民受けする

経済対策を公約に掲げ，さらにかつての与党とし

ての経験をアピールすることによりPANおよび

PRDの票の一部を吸い上げることになった。また

今回の選挙では，通常行われる党地方支部による

候補の選出ではなく，党中央執行部が多くの候補

者を指名したことで地元に密着した政治家が候補

から外され，候補者と有権者との関係が断ち切ら

れることとなり，これが連邦選挙や地方選挙で与

党PANの施政に対する制裁票につながった。

選挙での敗北を受けて，マルティネスPAN党首

政権与党PANの弱み2
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は引責辞任したが，選挙での敗北，党執行部の方

針を巡って，党内ではカルデロン大統領の党方針

への関与に不満を抱くユンケ（yunque）と呼ばれる

宗教的右派とカルデロン派との間で対立が生じた。

また地方でも党首の辞任を受けて，中央の党首が

辞任するのであれば地方でも執行部は辞任すべき

だとして，PAN党員および党友が党州支部で支部

長の引責辞任を求める運動が生じ，PANではこの

選挙をきっかけに不満が噴出した。

PRI自体，今回の小選挙区での大勝利は若干予

想外であった。もしPRIへの支持率が図２で示さ

れた世論調査の平均である43％程度であったとす

れば，全国５つのブロックごとに各党が獲得した

有効投票数で議席が割り振られる比例区では，単

純計算でも各比例区で第17位までが当選すること

になる。しかし，小選挙区で184議席獲得したた

めに，比例区での議員当選の数は大幅に減少し

た（３）。

今回比例区には，当選ライン内の第12～13位に

大統領候補や州知事の息子や兄弟が名を連ねてい

た。ロベルト・マドラソ（Roberto Madrazo Pintado）

元大統領候補の息子，メルキアデス・モラレス

（Melquíades Morales Flores）前プエブラ州知事の兄

弟，ホセ・ムラット（ José Murat Casab）前オアハカ

州知事の息子は，いずれも異なる比例区で第13位

に登録されていたが，当選は果たせなかった。

PRIは2006年以降の地方選挙で順調に勝利して

おり，党内には2012年には大統領に返り咲く可能

性が十分にあるとの声もあり，2012年に向けての

流れを作り出すには今回の選挙での勝利は重要で

あった。PRIの経済分野での公約を見てみると，

「代替エネルギー開発」および「中小企業支援」は

すでに連邦政府が取り組んでいる課題であるし，

賃金格差の是正はさておき，「非正規雇用者への失

業保険の適用」，「適正なガソリン，電気およびガ

ス料金の適用」「適正な賃金支払に基づく若者の雇

用の確保」は資金が必要な政策である。メキシコ

は石油に財政収入の約３分の１を依存しているが，

産油量が予想以上に早く減少している。そこで政

府は深海油田開発のための外資参入を可能とする

改革法案を提出した。にもかかわらずPRIは，資

源の主権在民の意識が強い国民から反感を買う政

治的コストを負わないよう，外資参入を不可とす

るよう変更させた上で法案を通過させた。そのた

め石油収入が減少する中で，これらの経済政策を

いかに推進しようとしているのか必ずしも明確で

はない。しかし，そのことを気にする国民はほと

んどいなかった。国民はPRIがかつての与党であ

ったことは当然承知しており，PANの政策運営が

国民の意図を反映したものでなければ，他の選択

肢としては現状でPRIしかない。そのことも，PRI

の票につながったと考えられる。

2008年３月に実施されたPRDの党首選挙は，最

終的な決着がつくまでに８カ月を要した。その間

に，党内最大派閥である新左派（Nueva Izquierda）

と，ロペス・オブラドール（Andrés Manuel López

Obrador）元同党大統領候補を擁する左派連合

（Izquierda Unida）の溝は一層深まった。新左派のオ

ルテガ（ Jesús Ortega）党首は「新PRD」を印象づ

けようと試み，今回の選挙では，2006年に進歩主

義包括戦線（Frente Amplio Progresista）として連合

を組んだ労働党や結集党と組んでは戦わないと公

表した。これを受けて，ロペス・オブラドールは

PRDに所属しながら，他党である労働党や結集党

PRDの分裂4

失地回復を狙ったPRI3
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を公然と支持する反PRD的な行動をとった。

2009年選挙では，６州の知事選を含む11の州で

の地方選挙も同時に実施された。メキシコ市では，

メキシコ市議会議員選挙および区長選挙が実施さ

れた。市内16区の中で最大の182万人（メキシコ市

内の人口の約20.8％に相当）を抱え，市内でも治安

が悪く，貧困地区の一つとされるイスタパラパ

（Iztapalapa）区では，全国が注目する区長選挙が行

われた。

イスタパラパ区は元来PRDが強い地盤を有し，

長年にわたってPRD党員が区長を務めており，

PRDから立候補さえすれば，確実に当選するとさ

え言われていた。メキシコ市内では全国区とは異

なり，新左派よりもロペス・オブラドールを支持

する左派連合が強いが，イスタパラパ区に関して

は，代々新左派所属のPRD党員が区長を務めてき

た。

今回の選挙でも，新左派はアルセ連邦上院議員

の妻オリーバ（Silvia Oliva Fragoso）連邦下院議員

（休職中）を党内候補に擁立したが，党内選挙の結

果ブルガダ（Clara Brugada Molina）元連邦下院議員

がPRDのイスタパラパ区長候補として擁立された

ため，オリーバ候補陣営が連邦選挙裁判所に提訴

し，裁判所は党内選挙の一部投票所での結果を無

効とし，オリーバ候補を党内選挙での当選者とす

る判決を下した。そのため，投票日まで３週間強

の時点で，選挙活動資金を手にし，投票用紙に名

前が印刷されながら候補となれなかったブルガダ

元候補と，正式な候補になりながら資金の問題で

選挙活動ができないオリーバ候補という構図が出

来上がった。

しかしロペス・オブラドールと左派連合は，労

働党から出馬したラファエル・アコスタ（Rafael

Acosta Ángeles）区長候補（通称「フアニート

（ Juanito）」）を擁立し，彼が当選した暁には区長を

辞職し，ブルガダ元候補に区長の座を譲るよう宣

誓させた。そして作戦は成功し，「フアニート」の

支持率はわずか数週間で１ケタ台から30％台にま

で跳ね上がり，当選を果たした。

イスタパラパ区長選挙は，政治上，選挙上の問

題を提起することになった。一つはロペス・オブ

ラドールが公然と他党候補者を支持したことであ

り，またブルガダ元候補が，本人でないどころか，

PRD党員でもない候補を経由して区長の座に就こ

うと画策したことである。PRDは，もしメキシコ

市のロペス・オブラドール票をほしいがために，

他党支持を禁止する党の内規に反する行為を黙認

すれば，対外的には党に対する信用を失い，対内

的には新左派が多数派でありながら党内の指揮を

執れない状態に陥ってしまう可能性があった。し

かし，PRDは，党規に反して他党を公然と支持し

た党員3000人を追放するものの，ロペス・オブラ

ドールが単独で有すると考えられる４％の票を確

保するためか，彼の追放は見送られた。「フアニー

ト」の当選は，ロペス・オブラドールの人気とカ

リスマ性を改めて示したが，2006年に全国区で影

響力を持っていたことを考えれば，現在は人口

182万人のイスタパラパ区を含むメキシコ市と，

自身の地元であるタバスコ州程度しか動かす力が

なく，弱体化は否めない。これから先，オルテガ

党首率いるPRDがロペス・オブラドールといつま

で関係を繕い続けるのかが党の方向性を決める重

要な要因のひとつとなろう。他方，ロペス・オブ

ラドールの筋書き通りエブラール（Marcelo Ebrard

Casaubón）メキシコ市長がメキシコ市議会に対し

ブルガダ元候補を区長に推薦すれば，ロペス・オ

ブラドールに従うエブラール市長の大統領候補の

可能性はなくなる。そのため，エブラール市長は

このシナリオの進行を阻止する，あるいは別の筋

書きを描き出したいと考えているだろう。
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与党PANの選挙の敵はPRIだけではなかった。

小政党の躍進および無効票である。今回の選挙の

特徴の一つと言えるのが，大規模な「無効票」運

動の展開である。これまでの選挙での無効票は２

～３％が平均的であった。これには，投票意図が

不明瞭なもの，複数に印をつけているもの，印の

ないものが含まれる。2006年の大統領選挙は国民

の関心も高く，無効票率は2.5％であったし，中間

選挙が実施された2003年では3.36％であった（４）。

今回の選挙での無効票は全国平均で5.41％であり，

メキシコ市でのそれは10.87％に及んだ。また，出

口調査の結果では，無効票を投じたのは高学歴層

が多かった。

これまでも，無効票を投じるよう呼びかける運

動が全くないわけではなかった。しかし，無効票

に込められた各人の意図こそ異なるが，今回の選

挙で無効票が国民の意思を示す手段として活用さ

れたのは確かである。無効票あるいは白票運動に

より，メキシコ市では10人に１人が無効票を投じ

る結果となった。小政党の政党登録維持には単独

で全投票の２％を獲得することが必須条件である

が，今回の選挙における無効票の増加は，少なく

とも小政党を存続させるに十分な数に匹敵する。

有権者は，いずれかの政党に投票するという行為

から，どの政党にも満足しなければどこの政党に

も投じないという考え方に変化してきており，固

定票を多く有するPRIにとっては，他の政党に票

が吸収されない分，さらに有利に働いた。

今回の選挙は2007年に実施された選挙法改革以

降初めての国政選挙であり，また，1990年に連邦

選挙機関（IFE）が設立されてから７回目，独立機関

として機能し始めてから５回目の国政選挙であっ

た。2006年に史上最接戦となった大統領選挙は，

その後５カ月にわたって政治的大混乱を引き起こ

し，IFEの信頼性に暗い影を落とした。その結果

ウガルデ（Luis Carlos Ugalde Ramírez）前IFE議長は

辞任に追い込まれ，2 0 0 8年２月にバルデス

（Leonardo Valdés Zurita）新議長が着任，イメージ

の改善を図った。

2007年９月，選挙活動期間の短縮，政党および

第三者による特定の政党や候補者への支持やネガ

ティブ・キャンペーンの禁止，平等な選挙キャン

ペーンの機会を保証するためのテレビ・ラジオと

の有料スポットCM契約の禁止，IFE審議会議長を

含む評議員の交代を謳った選挙法改革法案（５）が

成立した。こうして2006年の大統領選挙における

大混乱と野党による不信感を拭うべく，2009年７

月５日の選挙を迎えた。しかし，IFEは今回の選

挙プロセスにおいても強い独立機関のイメージを

示すことができなかった。週末のスポーツ中継時

に試合の放映を中断して IFEおよび各政党のスポ

ットCMを放映したり，逆に試合中継を中断せず

規定のスポットCMを放映しなかったとして，IFE

はテレビ局を非難した。この件での罰金の適用に

ついても決定が二転三転し，バルデス議長をはじ

めとする IFE評議員は，決断力と独立機関として

の統制能力の低さを露呈した。さらに，このスポ

ットCM違反に対する罰金をめぐり，IFEと連邦選

挙裁判所は互いに判断を覆し，さらに混乱を招い

た。

今回の選挙では，ペニャ（Enrique Peña Nieto）メ

キシコ州知事およびエブラール・メキシコ市長が

選挙活動期間開始から連日ニュースの一部として

露出し，これが選挙法改革後に禁止された有料ス

ポットCMとみなされるかどうかが議論の的とな

IFEの役割不足6

無効票のインパクト5
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り，その背景に特定の政治家とテレビ局との間の

癒着が指摘され，報道のあり方についても疑問が

呈された。

今回の選挙は，カルデロン政権発足直後に開始

された政府対麻薬組織の闘いの結果，麻薬組織の

治安当局への反発，また組織改編に伴う彼ら同士

の対立により，活動が活性化している中実施され

た。そのため，各政党とも候補者選出には，有力

候補である以外にも麻薬組織との関係に敏感にな

っており，いずれも麻薬組織および関連資金との

関わりを持たない選挙を目指した。麻薬組織との

関係は党のイメージに悪影響を与えかねないから

である。

にもかかわらず，麻薬組織との関係が疑われる

事例が発生した。ミチョアカン州第１区から出馬

し当選を果たした現ミチョアカン州知事の異母兄

弟，フリオ・セサル・ゴドイ（ Julio César Godoy

Toscano）連邦下院議員候補に対し，2009年７月14

日，彼が「ラ・ファミリア・ミチョアカーナ」の

組織を擁護する政治ネットワークを担当していた

として逮捕状が出された。本人は９月１日から第

61期連邦下院議会が開催されているにもかかわら

ず，逃走中である。連邦下院議会は，法的措置が

決着するまでゴドイ次期連邦下院議員の議員登録

を凍結することを決定した。

各政党は，自党議員が麻薬組織に関わっていれ

ば党のイメージを大きく損なうことになるし，立

法府も議員を通じて麻薬組織が政治に浸透するこ

とで，麻薬組織が展開する擬似的「政治」が実際

の国政，地方政治に浸透し，実際の政治を動かす

という政治的危機を避けなければならないとの認

識があるだろう。今後も麻薬組織の政治への浸透

は，中央・地方に関係なくあらゆるレベルの政治

において重要かつ機微な問題であると言える。

むすびにかえて

大統領選挙の後遺症として，２年前より行われ

てきた大統領が連邦議会に大統領教書を提出し演

説をする伝統的「大統領の日」の替わりとして，

2009年は９月１日に内務大臣が議会に教書を提出

し，翌２日，大統領が国立宮殿で教書演説を行っ

た。今年の大統領教書演説は，カルデロン政権に

とって大きな転換点となった。大統領は政権前半

の政策が不十分であったことを認識し，表面だけ

の「可能な改革」を進めることに終止符を打ち，

すべての政治・社会的アクターが個々の利益追求

を脱して，理想の国家を目指すための抜本的改革

を推進すべく，経済・社会政策を中心とした短期

で国民に利する10の改革案を改めて打ち出すこと

になったのである。「これが我々にとって唯一の選

択肢である」として，他政党，企業家，労働組合な

どとともに国民が望む理想の国づくりを呼びかけ

る大統領の発言とその表情には，2009年７月５日

の選挙の敗北を教訓として，これをこの先３年引

きずることなく，転換点として再びメキシコを指

揮しようという決意がうかがえた。この10の改革

案が成立するかどうかは別として，PRIにとって

は，死に体に見えた行政府の反撃と映ったことだ

ろう。この提案をいかに早急に実行に移し，連邦

議会でいかに野党と交渉して骨抜きとならない真

の改革を進められるかが，今後３年の政権運営だ

けでなく，2012年の大統領選挙および連邦議会議

員選挙の行方を左右することになるだろう。今年

の10月には２州で地方選挙が控えている。また来

年および2011年には18州で州知事選挙を含む地方

選挙が実施される予定である。PANはまずこれら

麻薬組織と政治7
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の地方選挙を機に７月５日の敗因を分析，認識し

た上で中央と地方の党体制のバランスを取り戻せ

るか，そしてカルデロン大統領は自らが示した方

向転換に対する国民の評価を計ることができよう。

PRIは９月１日までは向こう３年で「失敗しな

い」政治さえ進めれば，PANとPRDの衰退により

自動的に浮き上がって次期連邦両議会議員選挙に

勝利することが大いに予想されていた。しかし，

大統領の演説により，与党の失敗を糧にするだけ

では2012年の勝利は確実にできない可能性が出て

きた。PRIは能動的に政策に参加しなければ，国

民の厳しい評価を受けることにもなろう。

PRDには克服すべき課題がある。それはロペ

ス・オブラドールの存在である。2012年の大統領

選挙に関しては，PRDから有力かつ有名な候補者

を擁立することができれば，PRD自体は彼を切る

ことも考えられようが，すべてはメキシコ市内の

ロペス・オブラドール票を他党に奪われることな

く確保できるかにかかっている。その点では，エ

ブラール・メキシコ市長は現在までのところロペ

ス・オブラドールとは付かず離れずの距離を保っ

ており，党内候補者選びの動きが活発化する来年

までにメキシコ市内で市民に利する政策を積極的

に推進することができれば，大統領候補への道も

見えてくるだろう。しかし，ロペス・オブラドー

ルがPRDを離れて労働党から大統領候補となった

場合，メキシコ市内のPRD票がどう割れるかが他

党の候補者と戦う鍵となろう。

ニュースの対象としての政治家の露出を制限す

ることは報道，表現の自由に反するが，この権利

を盾に間接的に擬似有料スポットCMを契約する

こと，あるいはテレビ局側が有力な大統領候補と

当選前から手を組み，当選後に自社が優遇される

ようテレビ局側からプロモーションをするという

法律上のグレー・ゾーンにどのように対処してい

くかが課題と言える。さらに2012年選挙は，同選

挙の審判となる IFEが中立な独立機関としての権

威を確立し，連邦選挙裁判所と共同歩調をとるこ

とができるかどうか改めて試されることとなろう。

2010年にメキシコは独立200周年，革命100周

年を迎える。独立の叫びから200年目の節目を目

前にして，カルデロン大統領は真に民主的で，真

に国民中心の国家を目指すべく叫びを上げた。こ

の決意が新たな歴史の転換点として刻まれるのか

どうか，今後が注目される。

（本文中の人物の肩書きおよび立場は，2009年８月現
在のものである。また，本論文は筆者の個人的見解で
あり，大使館としての見解ではないことをお断りす
る。）

注

a 全投票数（votación total emitida）から無効票

187万5107票（5.41％），無登録候補者への票５万

6819票（0.16％），および登録抹消となった社会民

主主義党（PSD）の票35万8485票（1.03％）を差し

引いた数。

s http://www.ife.org.mx/docs/IFE-v2/DS/DS-

CG/DS-SesionesCG/CG-acuerdos/2009/agosto/

21%20agosto/CGe210809apunico.pdf 2009年

８月24日アクセス，より引用。小数点以下第２位

までの表示とし，筆者が第３位を四捨五入してい

る。

d 連邦下院議員全500議席中300議席が小選挙区，

200議席が比例区である。全国を５つのブロック

に分割し，一つの比例区につき40議席を有する。

各党は，小選挙区と比例区の合計が300議席を超

えることはできず，また小選挙区と比例区の議席

の合計は，各政党の相対得票率（全国投票数に占

める得票率）のプラス８％を超えることはできな

い。

f http : / /www.i fe .org .mx/documentos/OE/

wwworge/comp2003/nacional/nac_pc.html（2003
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年分）およびhttp://www.ife.org.mx/documentos/

OE/participacion2006/reportes/nac.html（2006年

分） いずれも2009年８月21日アクセスによる。

g 憲法改正および連邦選挙法（Código Federal de

Instituciones y Procedimientos Electorales）の改正

を含む。
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